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活躍する
女性リーダー表彰
（愛称：ブルーローズ表彰）



　「第4回活躍する女性リーダー表彰（愛称：ブルーローズ表彰）」を受賞されました皆
様方、誠におめでとうございます。
　大阪商工会議所は、中期計画「挑戦都市 やってみなはれ ! 大阪プラン」（2023～
2025年度）のもと、大阪の国際競争力強化と持続的成長に向け、「価値創出・課題解決
プロジェクト」、「経営基盤強化パッケージ」で構成する数多くの事業に取り組んで参り
ました。特に、中小企業における人材不足は深刻な経営課題となっており、女性をはじめ、
若者・外国人・障がい者・高齢者など、多様な人材の活躍推進に力を入れています。
　本表彰は、様々な分野で活躍する女性リーダーを称える象徴的な取り組みであり、第
4回目となる2025年度は45人の皆様が受賞されました。所属される企業・団体の規模
や分野は様々ですが、いずれの方も直面する課題に怯むことなく果敢に挑み、確かな成
果をあげるとともに、後進の育成や業界・地域社会の発展にも大きく貢献されるなど、
まさにリーダーにふさわしい方々でございます。
　2025年度開催された「大阪・関西万博」は未来への希望を共有する場となりました。
万博を通じて示された多様性や新たな挑戦への姿勢は、大阪の成長に向けた大切なレガ

シーとして受け継がれていくものと期待しています。本日受賞された皆様お一人おひとりの挑戦と行動は、そのレガシー
を体現するものであり、女性リーダーが社会の中で果たす役割と可能性を次の世代へ示しています。
　本表彰の受賞者も累計169人となり、また、2016年度から2020年度まで実施いたしました「大阪サクヤヒメ表彰」
の受賞者計227人とあわせ、合計396人となりました。受賞者は、業種・職種の枠を超えてつながりを広げ、「大阪・
関西万博」でのイベント開催や SDGs 達成に向けた取り組みなど、主体的な活動を展開されています。こうした活動の
広がりが、多様な人材が活躍し続ける大阪の未来を支える原動力になるものと期待しております。
　結びに、本表彰にご推薦・ご応募いただきました会員企業やご関係各位に深くお礼申し上げますとともに、皆様方の
ご健勝とご活躍をお祈りし、お祝いの言葉といたします。

　「第4回活躍する女性リーダー表彰」を受賞されました皆様方に、心からお祝い申し上
げます。
　第4回目となる本表彰を実施するにあたり、昨年6月24日に開催いたしました「活躍
する女性リーダー表彰選定委員会」におきまして、応募書類や選考の基準・方法等を審議・
決定し、7月から応募の受付を開始いたしました。
　受賞者の選定にあたりましては、各選定委員による書類審査を経て、11月28日に同
選定委員会を開催し、本表彰の選考基準であります「業績」、「人材育成、業務・職場環
境改善」「社会貢献、都市魅力向上」に照らし、慎重かつ厳正に審査を重ねた結果、45
人が表彰に値すると決定いたしました。
　このたびの受賞者の一例をご紹介いたしますと、海外赴任者の労務管理などに従事し、
世界中の社員が活躍できる組織づくりを担ってこられた方、知財分野の専門性を活かし、
部門を越えた戦略的な連携により知財活動を推進されてきた方、女性外科医が抱える手
術機器の操作性の課題を明らかにし、医療機器におけるジェンダー視点のイノベーショ
ンに貢献された方など、本表彰の受賞者として誠にふさわしい方々ばかりです。お一人
おひとりのご実績と、その背景にある挑戦と不断のご努力に、選定委員一同、深い感銘
を受けるとともに、心より敬意を表します。
　本日、このような素晴らしい皆様方を表彰させていただきますことは、選考にあたりました私どもといたしましても、
この上ない喜びであります。受賞されました皆様方に改めてお祝い申し上げますとともに、女性リーダーとして今後の
さらなるご活躍を期待しております。
　最後に、ご推薦・ご応募いただきました会員企業はじめご関係の方々に厚く御礼申し上げますとともに、ご関係の皆
様方の今後ますますのご活躍とご健勝を心より祈念いたします。

大阪商工会議所
会頭

鳥井 信吾

大阪商工会議所
人材育成委員会委員長

活躍する女性リーダー表彰
選定委員会委員長

長谷川 惠一

総 　 評

ご あ い さ つ
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受
賞
者

赤
あか

迫
さこ

　ゆり
南海電気鉄道株式会社 
デジタル変革室 
データマーケティング部　課長
1995年入社後、情報システム部門で公式 WEB サ
イトやインターネット基盤の導入を主導し、デジタ
ル活用の礎を構築。その後、難波の再開発に携わり

「なんばスカイオ」の企業誘致に尽力した。2013
年に課長へ昇進。現在はデジタル変革室で顧客接点戦略を統括し、南海ファ
ン育成と顧客ロイヤルティ向上を推進。社内におけるデジタル活用やデータ
分析の文化定着にも貢献している。

碇
いかり

本
もと

　陽
よう

子
こ

株式会社櫻製作所 
業務部　業務課　チームリーダー
2014年にパートタイマーとして入社し経理業務を
担当。人事・労務・総務の知識を習得しバックオフィ
ス全体を支えるスキルを獲得。M&A による前例の
ない業務統合や、コスト削減を牽引した。積極的な
業務姿勢と業務改善への取り組みが評価され、19

年に社員に転換し、25年より現職。未経験者への丁寧な指導でチーム力を
底上げし、福利厚生アプリ導入など労働環境整備を推進。

石
いし

川
かわ

　佳
か

名
な

子
こ

一般財団法人大阪デザインセンター 
事業推進部　課長
2013年に入職後、セミナー事業にて30本超のセ
ミナーを企画し、認知度向上や顧客層の拡大に貢献。
2023年よりデザイン相談やビジネスマッチング業
務も担い、顧客課題を丁寧にヒアリングしマッチン
グ成約率を高めたほか、新規事業計画策定を伴走支

援するデザイン経営分野を開拓。案件や専門家・会員等の各種データベース
を構築することで組織全体の情報共有体制を整備した。2024年より現職。

泉
いずみ

沢
さわ

　あかね
大同生命保険株式会社 
大阪トレーニングセンター　センター長
1997年入社。営業や営業職員育成を経験後、人財
開発部にて育成計画・営業初期教育に従事。外部研
修でリーダーシップやダイバーシティの知見を深め、
2025年より大阪トレーニングセンター長に就任。
大阪エリアにおける年間約60名の新人営業職員の

初期教育を統括し、実践的なロールプレイング研修や同行支援等個々に寄り
添う伴走型指導で在籍率及び新規開拓目標達成率の向上に寄与。

伊
い

藤
とう

　嘉
か

余
よ

子
こ

公立大学法人大阪　大阪公立大学 
教授　学長補佐
社会的養護・里親支援の研究と実践に長年取り組み、
自らも養育里親として顕著な実績を有する。現在は
学類長・学長補佐として、子育て中の社会人学生が
多い現状を踏まえ、教育・研究現場の持続可能な人
材育成や環境改善、女性研究者のキャリア支援にも

取り組む。学外においても研修やメディア発信などを通じて、子育て課題や
社会的養護の重要性とともに女性の活躍を広く発信している。

秋
あき

田
た

　由
ゆ

美
み

子
こ

関西電力株式会社 
経営企画室　経営企画部長
1994年入社。営業や企画に従事後、米国 Wharton
で MBA を取得し特別管理職に就任。海外プロジェ
クトを牽引し英国洋上風力事業への参画等を実現し
た。2021年には広報部門で危機管理対応を統括。
2025年7月より現職として全社戦略と投資家対応

を担当し、130回超の面談や見学会を運営。部門横断プロジェクトで若手に
リーダー経験を提供するなど、挑戦を後押しする人材育成を推進する。

池
いけ

田
だ

　愛
あい

子
こ

関西電力株式会社 
株式会社関電アメニックス 
代表取締役社長（出向）
1999年入社以来、BtoB営業、PR業務などを経験。
東日本大震災により電力不足が懸念された際に、供
給状況のお知らせメールシステム構築など関西エリ
アの省エネ意識醸成に貢献。管理職昇格後、人事部

門で採用、人財開発、D&I 推進等に従事。採用フローの効率化や知見共有
により前年比1.5倍の採用計画値を達成したほか、自律的キャリア形成を支
援。2025年7月より現職で組織開発を牽引。

石
いし

田
だ

　美
み

紀
き

大塚製薬株式会社　新薬開発本部 
クリニカルインプリメンテーション部長　兼　
治験クオリティ室室長
新薬開発に従事し、臨床試験責任者として多領域の
試験を統括。アジア臨床開発部では日中韓の試験を
推進し、国際的な協働体制を構築。中枢神経領域の
プロジェクトで同社初の抗体医薬の承認取得を達成

し社長賞を受賞。若手育成室長として3年間の育成カリキュラムをゼロから
構築し次世代育成を推進。2026年より現職。現在は、臨床試験の品質向上
や働きやすい職場づくりに尽力している。

伊
い

丹
たみ

　しげこ
中外炉工業株式会社 
開発本部　商品開発部　課長
2001年入社。2回の育児休業を経て2010年に復
帰後、職務発明規程の改訂や実施報奨制度を制度化
し、知財を活用した事業競争力強化を推進。商品開
発部では開発仕様書見直しやスモールスタート制度
導入を進め、迅速かつ柔軟な意思決定を実現。

2025年に女性初の技術系管理職に昇進し、若手・中堅社員に挑戦や評価の
機会を提供することで、人材育成と組織活性化を牽引している。

内
うつ

海
み

　夕
ゆう

香
か

NTT西日本株式会社　 
関西支店　ビジネス営業部　本部長
1998年入社。アクセスサービス開発や経営企画等
を経験後、2008年にダイバーシティ推進部門にて
女性社員比率の向上・育成に尽力。2023年には同
社唯一の女性営業部長に就任し約1,000名を統括。
地域課題解決や若手育成、生成 AI 活用推進に注力

し、泉北地域や大阪府全体の社会発展に寄与。企業の ICT 戦略や DX 推進、
自治体職員への ICT ノウハウ展開にも貢献している。

（氏名五十音順・敬称略）
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受
賞
者

梅
うめ

橋
はし

　啓
けい

子
こ

近畿電電輸送株式会社 
取締役物流事業部長
通信会社で販売、営業部門を経て管理職登用。顧客
ニーズを重視した行動指針を示して販売業績向上に
大きく貢献。営業支援システム更改プロジェクトを
指揮し、顧客体験を重要視して生産性を向上する
DX 施策を推進。2024年より現職。顧客目線での

業務推進と社員のスキルアップ支援や契約社員の処遇改善に取り組み、顧客
体験と従業員体験双方の向上を図ることで3年ぶりの事業部収支黒字化に貢献。

大
おお

橋
はし

　菜
な

津
つ

子
こ

積水ハウス株式会社 
大阪北支店　高槻店　店長
2004年入社。戸建住宅営業として実績を重ね、育
児休業を経て2024年に管理職に登用。不動産女性
営業ネットワーク「ランズクラブウーマン」を立ち
上げ、新たな連携とビジネス機会を創出。チーム営
業による多様な働き方を推進し、仕事と育児を両立

するロールモデルとして全国の女性営業研修で講師を務めるなど、社内外で
不動産業界の女性営業キャリア支援に貢献している。

柏
かし

野
の

　紗
さ

耶
や

加
か

株式会社ボーテ 
代表取締役
歯科衛生士として臨床に従事後、歯科ホワイトニン
グ分野にて独立し同社を設立。全国8店舗以上を運
営し、年間1万件を超える症例を手がける。歯科医
院向け研修プログラムを独自開発し、これまで300
医院、500名を超える歯科衛生士を育成。歯科衛

生学校の理事として教育分野にも参画。次世代を担う若手人材がライフイベ
ントを経ても長く働き続けられるキャリアパスの整備に取り組む。

菊
きく

池
ち

　由
ゆ

美
み

子
こ

信和商事株式会社 
総務部　次長
2022年に事務職として入社後、統括本部へ異動し
総合職へ転換。福利厚生制度の導入を推進するなど
の成果が評価され、25年に同部次長に就任。人事
評価システム導入や360度評価制度の整備、人事
データ分析による定着率改善を実現。ボトムアップ

で「女性活躍推進プロジェクト」を立ち上げ、女性社員が交流・意見交換で
きる場を創出。組織の活性化とダイバーシティ推進を牽引している。

河
こう

野
の

　恵
え

美
み

子
こ

大阪医科薬科大学 
一般・消化器外科
2001年にキャリアを開始し育児と両立しながら
2019年より現職。手術機器の操作性を主観・客観
の両面から検証し、女性外科医が抱える課題を明ら
かにするとともに、その知見を産業界に提供し、電
動式自動吻合器の開発に寄与した。ジェンダード・

イノベーションの好事例として国際的に高い評価を得る。女性外科医の後進
育成にも注力し、学術発信・教育啓発・政策提言を一体的に推進している。

圓
えん

藤
どう

　晶
あき

レンゴー株式会社 
Tri-Wall Limited, Director of Group 
Administration, HR & Communication
1996年入社。海外関連事業の統括部署にて、海外
赴任者の労務管理等に従事。2011年に管理職へ昇
進。海外 M&A 案件に携わり、卓越した語学力と交
渉力で円滑な事業統合に貢献。2020年からは香港・

トライウォールグループ本社にて、人事として全世界の従業員が活躍できる
体制づくりに尽力。2025年国際段ボール協会（ICCA）総会では司会を務
めるなど社外での活動の幅も広げている。

加
か

甲
こう

　佐
さ

代
よ

子
こ

株式会社共和 
品質保証室　チームマネージャー
1998年に一般事務として入社。人事・検査業務を
経験後、品質保証室へ異動。品質不具合案件の対策
未実施をゼロに、品質調査依頼への対応期間も平均
14日から3日に短縮するなど、品質保証体制を整備。
女性社員や未経験者への OJT にも注力し、重要業

務を担当できる人材を育成。2025年より現職。3回の産休・育休を取得し、
子育てと両立してキャリアを切り拓くロールモデルとして活躍。

金
かな

澤
ざわ

　成
しげ

子
こ

大阪ガス株式会社 
広報部大阪・関西万博プロジェクト室室長
入社後、営業・企画・人事を経て初の女性管理者と
して総務マネージャーに就任。介護・IT 事業会社へ
の出向時は人事制度改革や事業拡大を推進。2018
年に技術統括部署にて全社の新規事業創出基盤を構
築した。2024年に大阪・関西万博ガスパビリオン

館長に就任。戦略的な広報で160名強のスタッフを確保。進捗の見える化
と丁寧な対話で組織力を高め、高満足度の運営を実現した。

久
く

世
ぜ

　祥
さち

代
よ

タカラベルモント株式会社 
化粧品品質保証部　部長
1991年入社。ヘアケア・パーマ剤の研究開発に従
事し社内表彰を複数受賞。2000年には高温アイロ
ン対応の縮毛矯正剤を開発。年商8億円超のヒット
を実現し業界に大きな影響を与えた。2007年に管
理職に登用され、現在は品質保証部長として、薬事・

安全管理・品質保証など多機能部門を統括。遠隔勤務の活用や AI 導入によ
る効率化など、柔軟に持続可能な職場づくりを推進している。

小
こ

脇
わき

　麻
ま

里
り

株式会社ナカヒロ 
執行役員　人事部長
女性総合職2期生として入社後、人事部でキャリア
を重ね、出産・育児休業を経て管理職へ昇進。ノー
残業デー導入、休暇制度拡充、育児・介護休業の取
得環境整備など、働き方改革を主導。残業時間を大
幅に削減し、有給取得率を向上させた。1on1ミー

ティングや社内チャレンジカップなどを通じてコミュニケーションを活性化。
働きやすい職場づくりに大きく貢献している。
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受
賞
者

坂
さか

本
もと

　芳
よし

美
み

清和工業株式会社 
代表取締役社長
2020年に代表取締役に就任し、古い慣例の見直し
と新戦力補強に注力。従来のルートセールスから脱
却し主力商品の周知としてホームページリニューア
ル等を実施。新規取引先の獲得につなげ、25年に
は売上前年比40% 増を達成した。さらに人材育成

の制度化、コンプライアンス勉強会の開催など、働きやすい職場環境を構築
している。2024年㈳大正工業会女性初の理事に選任され活動中。

高
たか

倉
くら

　泉
いずみ

大阪信用金庫 
業務部兼営業推進部　次長
1989年入庫。預金業務を6ヵ店経験後、2008年
から管理職。本部異動後、経理部で消費税増税時の
現金供給体制の円滑化を主導。その後、事務指導課
にて事務ミス撲滅の為のマニュアル作成や研修を実
施し、最も多かった分野のミスを3年間で約半減さ

せた。現在は業務部兼営業推進部次長として投資信託の知識向上を推進し、
クラブ活動では本部と営業店職員の垣根をなくす組織風土づくりに尽力。

竹
たけ

綱
つな

　由
ゆ

紀
き

子
こ

エスペック株式会社 
技術管理部　部長
2001年入社。知財担当として、特許権取得、先行
技術調査を中心に知財業務に幅広く従事。2013年
に弁理士登録。出願判断基準の策定、管理職向け教
育の導入、技術部門との連携強化等に取り組み、発
明提案者数を倍増させた。2018年の管理職登用後

も戦略的な知財活動への転換を推進。2020年より現職。知財活動を含め技
術経営を推進。外部活動への参画も積極的に行っている。

出
で

水
みず

　浄
じょう

子
こ

株式会社桜花研究所 
取締役
保育士経験を経て、2023年に士業・経営コンサル
ティングに転身。幼児教育で培った傾聴力や観察力
を活かし、子育て世代への法務・労務支援や心理的
配慮を伴う助言や資料作成を担う。特に事業承継・
相続案件では家族関係や感情に配慮した提案で大口

契約を獲得。複数士業と連携し、業務フローや役割の可視化を行い、支援対
象者の課題を多角的に把握し円滑な案件進行に貢献している。

中
なか

島
しま

　順
じゆんこ

子
株式会社ロイヤルホテル 
PR＆デザイン室　室長
1999年入社。レストランサービスや人事の経験を
経て、リーガロイヤルホテル広島の管理部にて研修
センター立ち上げや現場連携の仕組みを整備。その
後、女性初の料飲部長として約70名を統括し、収
益構造の改善と人材育成に注力。2025年には PR

＆デザイン室長として話題性の高い企画を実施し、半年間でメディア掲載件
数は前年同期比約18.2％増加。リブランドに大きく貢献した。

佐
さ

藤
とう

　友
ゆ

紀
き

株式会社RICCA 
代表取締役
美容下着とボディケアを融合した独自の取り組みで、
美容サロン運営、オンラインフィッティング、認定
サロン制度を全国に展開。自社開発のブラジャーや
バストクリームなどを製造、25店舗以上の認定店を
通じて女性の雇用創出と自立を支援している。乳が

ん患者が術後も着用できるブラとして医師の許可を取得。下着を通じて女性
一人ひとりが自信を持って人生を前向きに歩むための選択肢を広げている。

高
たか

田
だ

　里
さと

美
み

田辺ファーマ株式会社 
監査役
入社以来、医薬品の安全管理業務や監査業務に従事。
リスクの高い領域を対象に調査するリスクアプロー
チ監査や経営課題に着目したテーマ監査の導入を主
導し、内部統制の強化に貢献した。公認内部監査人

（CIA）等の資格取得支援制度を整備することで資
格取得者の増加を実現。監査部門全体の専門性と信頼性を高めた。現在は同
社初の女性役員として、後進のロールモデルとなっている。

谷
たに

岡
おか

　紀
のり

子
こ

大和ハウス工業株式会社 
経営管理本部渉外部大阪渉外室　室長
事務職として入社後、秘書室に異動。数年後、当時
の社長を、会長 CEO、名誉顧問になるまで、長年
にわたり担当し経営層を支えた。管理職登用後は、
東西秘書室の連携強化のため、オンラインミーティ
ングや情報共有の仕組みを導入。働き方改革と後進

育成を推進し、女性管理職のロールモデルとして組織変革を牽引。2024年
より現職。関係各所との調整を担い、企業の存在感を向上させている。

中
なか

嶋
しま

　順
じゅん

子
こ

グンゼ株式会社 
執行役員　コーポレートコミュニケーション部　
部長
1987年入社。アパレル営業・企画・生産等を経験
し、販売と生産連携のしくみ作りやコストの見える
化により収益拡大に貢献。2021年より現部署部長
として創立130周年プロジェクト、消費者や関係

先とのコミュニケーション戦略等を推進しブランド価値向上に貢献。女性活
躍推進プロジェクト立ち上げメンバーとして社内意識改革を牽引。2024年
より初の新卒入社女性執行役員として後進育成に尽力。

中
なか

本
もと

　美
み

穂
ほ

子
こ

日本生命保険相互会社 
本店法人市場部　法人市場部長
1989年入社。21年間、営業現場で人材育成と業
績向上に注力、その実績から2017年には本部育成
課長として全国の営業管理職育成を担当。個別面談
や現地支援、マネジメント関連ツールの提供等によ
り150名以上の女性管理職誕生に寄与。コロナ禍

にはデジタル営業など営業活動の進化を推進した。2023年に支社長に昇格
し2025年より現職。新卒営業職員の育成と業績向上に取り組む。
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受
賞
者

中
なか

山
やま

　あゆみ
西日本旅客鉄道株式会社 
経営戦略本部　人財戦略部 
ダイバーシティ推進室長（理事）
1994年入社。駅務・人事を経て2013年に管理職
へ昇進。駅長として14駅を統括し、インバウンド
急増期にはメンバーとともに嵐山エリアで多言語放
送・案内表示を初導入し人財育成に貢献した。

2023年には初代ダイバーシティ推進室長として女性管理職比率向上を主導。
育成計画や支援策の整備により女性リーダー・管理職の増加を実現しグルー
プ全体の D&I 推進を牽引。2025年度より現職。

萩
はぎ

原
わら

　嘉
か

織
おり

株式会社大林組 
大阪本店建築事業部営業第二部 担当部長
1992年入社。工務・見積に従事したのち、女性初
の営業部配属となる。営業部では、顧客との信頼関
係を築き、情報収集や人脈形成を通じ高利益率の受
注を実現。仕事と育児の合間をぬって一級建築士資
格を取得。その後、同社初の女性営業部長に就任。

技術的内容を文系事務職員が理解できるよう整理・伝達し業務を円滑に推進。
後輩の自律性を重んじる指導でキャリアアップを支援している。

ファン・テイ・トウイ・ハン
信和商事株式会社 
南港営業所
2024年入社。前任者不在かつ業務マニュアルが未
整備の状況から業務体制を再構築。独学でマニフェ
スト管理を習得し、入社半年で実績管理専門職へ転
換。日次業務から管理補助まで幅広く担当し、業務
改善や生産性向上に貢献。さらに、他の外国籍社員

が抱える言語や文化の課題に対する相談・指導役を担い、多文化環境で社員
が能力を最大限発揮できる基盤づくりに寄与している。

松
まつ

浦
うら

　朱
あか

里
り

マツ六株式会社 
開発本部　広報宣伝部 
広報デザイン課　課長
2003年入社。通販部門で10年以上マーチャンダ
イザーを経験後、高齢者向けバリアフリー商品の販
売促進に従事。誤使用防止の販促資料や FAQ、デー
タベースを整備し、商品の使用・施工に関する問合

せ対応時間を大幅に削減。効率化と社員育成を両立。SNS 等で社外発信も
担当。製品安全活動を推進し、自社の2024年度製品安全対策優良企業表彰

（経済産業大臣賞）受賞に寄与。2025年より現職。

三
み

浦
うら

　翔
しょうこ

子
株式会社関西みらい銀行 
千林西支店　支店長
2006年にパート入社。窓口営業と資格取得で実績
を伸ばし正社員登用。2015年に課長に昇進し、部
下のスキル可視化や営業指導に注力した。副支店長
に昇進後は複数支店を統括し、小規模店の支援体制
や地域連携を強化。2023年に支店長就任。部下の

適性をふまえた業務再配分で運営コストの比率を69％から50％へと引き下
げ、支店の経営効率・組織力の向上に大きく貢献している。

野
の

瀬
せ

　英
え

津
つ

子
こ

テレビ大阪株式会社 
事業局　イベント担当 チーフプロデューサー
入社後、広報や事業局でイベント企画・運営に従事。
出産・育児休業を経て復職後は、人事部でリモート
勤務制度整備、オンライン採用導入、年功序列に縛
られない成果重視の給与規定の策定などに貢献。
2023年、再び事業局配属後は「アート＆てづくり

バザール」や「にゃんこ博覧会」などアートやペット関連イベントを拡充・
新規企画。過去最高収益を達成しチームで担当局長賞を受賞した。

原
はら

田
だ

　真
ま

由
ゆ

美
み

株式会社りそな銀行 
業務サポート部担当　執行役員
1990年に入社後、窓口業務や金融商品販売など幅
広い経験を経て、店頭業務を統括する管理職に就任。
現場視点を活かした店舗運営の効率化を主導し、事
務量の40% 削減、伝票処理約1万枚の減少を実現。
現場の声を反映した意見交換や実践研修を通じて顧

客応対の質を高め、人財育成と職場風土の醸成に取り組む。女性管理職層へ
の定期的な面談や助言等、次世代女性リーダー育成に尽力。

藤
ふじ

本
もと

　恵
え

美
み

子
こ

カナデビア株式会社 
品質保証統括部 品質企画部長　兼　 
夢洲エリア開発推進室長
1993年入社。熱・流体技術の専門家として30機
種以上の製品開発に従事。2016年から課長として
リモート解析環境整備や育休取得100％達成など
職場改善を推進。2019年から夢洲エリア開発推進

室長として大阪・関西万博における自社の体験型展示を企画運営。2026年
より現職で全社品質向上に取り組む。社外では被災女性支援団体を設立運営
したほか、大学客員教授として次世代育成にも尽力。

松
まつ

田
だ

　三
み

保
ほ

子
こ

東洋テック株式会社 
ウェル・ビーイング推進部　部長
1999年入社。人事部で課長・次長を歴任し、女性
リーダー研修や育児・介護支援制度の企画・運用を
通じ女性社員のキャリア形成と離職率低下に貢献。
2025年に新設したウェル・ビーイング推進部に同
社初の女性部長として就任。オフィスカジュアルや

旧姓通称使用など働きやすい職場環境を実現。創立60周年事業の全社ワー
クショップを主導し、部署の垣根越えた活発な議論を促進した。

溝
みぞ

端
ばた

　真
ま

由
ゆ

美
み

マツ六株式会社 
管理本部　総務部 人事課　課長
2006年入社。役員秘書や総務業務を経て、2019
年に管理職に就任。経営戦略と連動した社員の健康
増進を進め、健康アンケート分析やアプリ導入で生
活習慣改善を推進。2025年に健康経営優良法人ブ
ライト500に認定される。女性管理職登用、ウェル

ビーイングプロジェクト立ち上げ、健康リテラシー向上など、社員がいきい
きと働ける環境づくりを通して社会に貢献する企業を目指し取り組んでいる。
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受
賞
者

宮
みや

澤
ざわ

　道
みち

子
こ

関西大学大学院 
心理学研究科博士後期課程　「考動力」「革新力」
人材育成プロジェクト
看護師・産業保健師を経て、2023年度より関西大
学大学院博士後期課程在籍。保健師時代は推進リー
ダーとして職場環境改善活動や健康保険組合との禁
煙プロジェクトを牽引。現在は企業のメンタルヘル

ス対策を研究テーマに臨床心理学の視点から参加者の well-being のための
セルフケア研修を開発中。大阪サクヤヒメ SDGs 研究会に所属し調査・研
究発表等を通じて女性活躍推進に取り組んでいる。

八
や

木
ぎ

　裕
ゆう

子
こ

大阪シティ信用金庫 
支店長
2001年入庫。営業店で預金業務などを経験後、
2024年に支店長に昇進。顧客に寄り添う対応を部
下に指導し、既存・新規顧客双方の獲得に注力する
ことで、実績を大幅に増加させた。顧客満足度向上
委員会の委員長も務め、従業員満足度向上のための

職場環境改善や業務プロセスの標準化を推進。時短勤務制度やバックアップ
体制を拡充する等、女性職員の働きやすさ向上にも貢献している。

豫
よ

城
しろ

　聖
せい

子
こ

学校法人エール学園 
募集開発事業本部　本部長
2008年入職後、社会人教育・求職者支援訓練・留
学生のキャリア支援など幅広く担当。2023年より
現職として国内外の学生募集を統括。現地への訪問
や面談により信頼関係を構築することで募集成果を
上げ、日本留学 AWARDS にて大賞を7回受賞に寄

与。さらにWeb出願導入で窓口の混雑緩和と職員残業の約35%削減を実現。
多様な職員が力を発揮するチームづくりを推進している。

森
もり

本
もと

　明
あき

子
こ

公立大学法人大阪　大阪公立大学 
教授　学長特別補佐
2017年に大阪府立大学に准教授として着任。現在
は大阪公立大学大学院看護学研究科教授。看護情報
学、ヘルスデータサイエンス、ヘルスコミュニケー
ションの研究・教育で卓越した成果を挙げ、働く世
代の健康支援や健康格差是正、看護実践の質向上に

寄与。学長特別補佐として、社会課題への挑戦や女性研究者・留学生の育成
を推進。厚生労働省や AMED の委員等を務め、学術の発展に貢献している。

矢
や

花
ばな

　桂
けい

子
こ

株式会社池田泉州銀行 
泉ケ丘　兼　東山支店長
1995年入行。一般職として勤務後、2004年に総
合職へ転換。育児と仕事の両立を図りながら CFP
資格や FP1級を取得し、学びを重ねて成長し続け
る姿が社内のロールモデルとなった。2017年に支
店長へ昇格後、現在までに4支店を運営。チームで

の目標達成を重視し、業績伸展をメンバーに意識づけ主体性を育みながら、
仕事を俗人化させない協力体制の構築を推進している。

愛称「ブルーローズ表彰」について
女性リーダーがガラスの天井を打ち破ることを応援するため、3月8日の「国際女性デー」のシンボ

ルであるバラ、なかでもかつては不可能とされたものの、日本企業が開発した世界初の青いバラにち
なみ、本表彰の愛称を「ブルーローズ表彰」としました。

ロゴマークコンセプト
濃淡の異なる青色を使用し、中心から相互に絡み合って大きく花開いているようすは、周囲を巻き

込んで活躍する女性リーダーを表現しています。
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大阪商工会議所　人材開発部　研修・採用支援担当

〒 540-0029  大阪市中央区本町橋 2-8　　　

TEL　06-6944-6499

HP　https://www.osaka.cci.or.jp/bluerose/

⃝ 活躍する女性リーダー表彰について
2003年に政府は2020年までに指導的地位に占める女性の割合を30％にする目標を掲げましたが

未達成となりました。2020年に取りまとめられた「第5次男女共同参画基本計画」では、新たな数値
目標（2020年代の早期に30% 程度）が設定され、大阪商工会議所も同目標の達成を後押しするため、
女性リーダー育成や働きやすい環境整備を支援するためのセミナーや交流会等を実施しております。

本表彰は、企業における女性の役員・管理職登用への取り組みを促進するとともに、ロールモデルの
紹介や女性リーダーのネットワーク構築を支援します。

⃝ 表彰の種類　ブルーローズ賞

⃝ 表彰対象
下記①～③のいずれかに該当し、今後さらなる活躍が期待され、後進のロールモデルとなる方。応募

は1社2名まで。
①�大阪商工会議所法人・団体会員に属する女性役員（取締役・執行役員等）、管理職、管理職に相当する

高度な専門職の方
②大阪商工会議所個人会員である女性個人事業者
③大阪に活動拠点をもち社会貢献・都市魅力向上に携わる女性

⃝ 選定方法　「活躍する女性リーダー表彰　選定委員会」にて応募書類に基づき審査を行う。

表 彰 式  次 第

表 彰 概 要

大阪商工会議所　
7階　国際会議ホール

2026年3月5日（木）
15：00～

開会あいさつ� 大阪商工会議所   会頭　鳥井 信吾
選定委員長による総評� 大阪商工会議所   人材育成委員会委員長　長谷川 惠一
表彰楯授与
お祝いメッセージ� 近畿経済産業局長、大阪府知事、大阪市長、日本商工会議所会頭

励ましのことば� 大阪商工会議所   副会頭　黒田 章裕
受賞者のことば� エスペック株式会社   技術管理部   部長　竹綱 由紀子氏

日 時

次 第

場 所

本冊子に記載している情報は
2026 年 2 月現在のものです。


